
新型コロナウイルスによる感染症対策の強化を求める意見書 

 

新型コロナウイルスによる感染症については、中華人民共和国・湖北省へ

の滞在歴のない日本人の感染や、ヒトからヒトへの感染が確認されているこ

となどから、今後、更に感染が拡大することも懸念される。 

また、新型コロナウイルス感染症が日々の暮らしや各地域におけるイベン

ト等の開催にも影響を及ぼしている。  

このような中、本市においては、八幡市新型コロナウイルス感染症対策本

部を設置し、感染拡大防止への啓発活動を行うなど、京都府と連携を図りな

がら対策を講じているところである。 

よって、国及び政府におかれては、新型コロナウイルス感染症対策を進め

るにあたり、引き続き地方自治体と十分な連携を図るとともに、下記の対策

について、早急に具体化していくことを強く要望する。  

 

記 

 

１．国内の感染拡大の防止に努め、感染例を追跡する監視網の構築と封じ込

めを担う組織の設置を行うこと。  

 

２．国において、正確な情報を把握し、地方自治体への迅速な情報提供を行

うこと。 

 

３．全国的に不足しているマスク・消毒用アルコールなど医療・衛生品等の

安定的な流通を確保するための取り組みを進めること。  

 

４．国民の不安に寄り添い、相談窓口の増設と周知徹底に努めること。  

 

５．観光業や農林水産業等における風評被害と中小企業等への経済的影響の

拡大を防止する取り組みを進めること。  

 

６．学校の臨時休校等により生じた履行不足に対する必要な措置を講じると

ともに、健康や居場所の確保、心のケアなどの対策・対応を講じること。  

 

７．国際連携を図り、新型コロナウイルスのワクチンや治療薬の研究開発を

速やかに進めること。  

 

 

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。  
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